
甲第3356号� 

温泉分析書別表


1.灘 泉 名寺久の揚� 

2. 	 ~原泉所寵地茨城県坂東市専A字向原1313番3 

3.	 祖泉分析申請者 茨城県議議郡境町大学長井戸1734婚地l

さしま環境管理事務組合

管理者野村康雄 
  

4. 泉 費	 ナトリウムー権化物温泉(抵張性・関アルカリ性・温泉〉

5. 	 君事、泉での分析結果による機養泉分類に誕づく禁思組、適応症等は環境庁自然探護局長持(昭和57部5月25B)環爵施第� 
227号及ぴ第288号によれば次のとおちである。

-
【浴用の禁忌症]

e 

路 用の一按的強忌症 懇性疾患{特比熱のある場合〉、話動性の締接、悪性脆療、重い心臓痛、呼吸不全、腎不金、
出血性疾聴、高護の賛血、その龍一較に病勢進行中の疾患、姫嬢中{とくiこ初期と三乾期)。

泉費用IJ 禁 悪 組 該 当 項目金し。

[裕用の溜tt症]

療報識の一般的溜応症 神経痛、筋肉籍、欝室長痛、五十罵、連融麻嘩、関節のこわばり、うちみ、くじき、
強性謂化掛病、痔疾、冷え症、病後部複期、疲労間議、健康増進。

泉 賞制適応症 きりきず、やけど、慢性皮j嘗病、撤関児童、韓性婦人病。

浴剤の一般的投意事項

裕活上の詑也事項

ア，掘;燕鞭養を始める場合誌、最初の数告の入浴困数惑と1指さきち1田租腐とすること。その後段工程当り2屈ないし3阻までとすること。

イ.撞泉療器のための必要警期間は、おおむね2ないし3週間をi臨場とすること。

り7 i亘泉i藤義開始後おおむね3日ないし1週間前後に揚あたち〈掛さわり又は搭湯反応)が現れることがある。� f誘あたりJの聞は、入
裕間数を誠じ又は入絡を中止し、揚あたり盤状の回復を持つこと。

エ.鼠上のほか、入絡には次の諸点について権意するこι
{ア〉 入浴時関は、入裕祖度により異なるが、初めは3先ないし10分譲葉とし、慣れるにしたがって班長してもよい。

(イ) 入諮中は、溜動搭の場合は那として…設立は安静&守る。

{ウ) 入搭後は、身体に付饗した温泉の成分を水で洗い流さない(護きただれを超こしやすい人は逆に浴後真水で身体安説う
か、組泉成分を拭取るのがよい)。


(エ) 入部後は楊捨めに注意して一定時需の紫静を守る。


(オ) 次の疾患については、原則として高温格段20C以上)を禁患と寸るむ


イ宥高度の動揺硬化症 ロ番高血庇症 ハ.心巌窮


(カ) 熱い塩泉iこ索、に入るとめまい噂を謹こすことがあるので十分注意をする。


件) 食事の叢前・直後の入浴は避けることが望ましい。


(ク) 飲酒しての入浴は特に注意する。


〈註}このJ.lIJ畿は霊泉法第14条による掲示に必要な拳考資料となるものである。
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